
香港の言語状況

山田人士

はじめに の人々は，広東語が飛び交い漢字に溢れた街に住み

ながら，・力では，自らにはfll1解ｲ《能な言語を用い

なければ，TTI法や行政の場で，Ilill約された権利さえ

行使することができないという．きわめていびつな

言語状況の下で生活を余儀なくされてきた．公用語

が英詔であったことは。中同系ｲ１２尺の１－１`iii生活にお

ける広來iMi使１１]を制限するものではなかったもの

の，教育現場での媒介言語として英譜が使われたこ

ととあいまって．香港が植民地支配されてきたこと

を端的に示している。

’１.llt1i;ｉｆいが公)1]語になったのは1974年になって

からである。これは1960年代後半から70年代初め

にかけて学上'二や知識人を'''心に繰り広げられた「１'1

文法定連11Ｗ」の成果であ})，「1974年法定語文条

(鋤」によって'１１国語は初めて公１１１語として認めら

れた`＞これ以後，公務員のI1jlEli譜使Ⅱ】が奨励される

ようになり，司法機関，行政機１１１１などでも同時通訳

やI1llJiliWi翻訳がなされるなど，蒜禰使llJ1Hiにおける

社会状況はかな})改善された。この連動は，当時大

陸で燃え嘘っていた文化大革命の彩弊を強く受けて

いる、

中岡返還後は，公用語については「'１１華人民共和

'五|香港特別区行政基本法『Ⅱ」第ﾉL条によって「香港

特別行政Iえの行政機関，立法機関，司法機関は。’'１

文のほか英文も使用することができる。英文も公式

１Ｍ語である」と規定され，これまで通り両言語がと

もに公ＩＭＩとして認められている。英文と中文の順

序を逆蛎させた上で，英文もグ|き続き公用語として

認めている点は輿1床深い。自らの胃語に強烈な詩}）

と愛満をもつＩＩｉ国政府が、返迎後もⅡ|宗主|王|のこと

ばである英語を公用語として認めたのは，「一国一：

制度」を鵬ｲｻﾞするという建て前をつらぬく必要上か

ら，さらに．現在の経済発展を維持拡大していくた

めには英i;冊の'１k要性を無視できないという現実的な

言語の使用状況は政治や経済の影響を免れない。

とりわけ香港のように，二つの相異なった政治経済

システムの狭間で綿れ動いてきたところは，その影

稗が大きい。それを象徴的に示していたのが１９９７

年６月３０日の香港のイギリスから｢'１同への返還式

典である｡当lEL会場でのアナウンスは初めば英語

と普通話'によって行われ,式典の半ばでユニオン

ジャックが降るざれパ昆紅旗が掲げられると，使用

言語の順序が逆Iﾙ；し、呰迦話と英語へ変わった。そ

して，董建蕪長`l:『をはじめとする香港特WII行政|X幹

Hlj達が李鵬首朴|の1iiiで就任を宣誓する際には，全員

が普通話でぎこちなくｆｉ:坪のことばを暗Ｉ１Ｉ１してみせ

たユニこのように，式典の場で香港の地域共迦識で

ある広東語が全く使われず．さらにアナウンスの際

の使用言語の順序がhlI民地時代は英語が光．返還後

はそれが普通話に変わったという事実が行港の言

語状況を鋭く照らし１１)していたといえよう。

あの式典から２年が経過した現在，呑港は「一国

二制度」の1！;〔則のもと，中国との経済の一体化が加

速しそれにともなって政治の融合化も進んでいる

ようにみえる''が，ｉ柵状況にはどのような変化が

始まっているのだろうか。小論では，百数十年にわ

たったイギリス植民地時代の香港の言語状況を概観

し問題点を整理しながら，広東語の将来を念頭に

返還後の言語状況の変化を展望してみたいと思う。

１香港の言語状況

１．１香港の公用語

香港は人、の98％をIl1lJil系住民が｢'iめているが，

1911紀半ば以来1970年代にいたるまで．１２()ｲ１２以｣莵

にわたって英語がｌＩｉ－の公用語だったご械氏地秀港
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!i｢`M;史化1i)f先ＩＩ巻３>」。

「の人の公的な距離を維持したい場合である。これ

らの観察に基づきCheungは，香港では英語はコミ

ュニケーションの道具というより力の象徴だと結論

づけている。

思惑も働いたのだろう。－－万，「中文」が広ＤＩＩ識を

意味するのか普通話を意味するのかについても注意

を払う必要がある。後述するように，香港の言論状

況を考えるとき「中文」が広東語と普通話のどちら

を葱味するかは重要な意味をもつが，条文を読むＩＩ（

１）この点はINらかでない。「中文」が今後どう解釈

され，言調政策にどのような形で反映されていくか

が大きな焦点になるだろう。

１．３香港における中国語

香港においては「中文」の意味するところが非常

に|慶昧である。この「中文」概念の１１愛昧さがある

意味で香港の錯綜した言語状況を象徴しているとい

える。たとえば「中文」は，書きことばと話しこと

ばを包括したいわゆる中国語の意１床で使われること

もあれば，狭義に読み書きの対象とされる文評語の

意味で用いられることもある。そして文il淵の意味

で使われるときは，実質的には北京語１０'の晋きこ

とばを指しており、広東語とは別のものと意識され

る。広東語は話しことばであるため，一般に広東語

を使って文章を書くことはないからである。一方．

'11国系住民にとって中文＝自らのことばという懲味

では「｢１１文」は広東語である。彼らにとって北京語

は学校で習って覚えるものであり，ある意味で館二

i三稲なのである。もちろん広東語も北京語も広義の

｢巾又」のバリエーションのひとつなのだが，発背

や語蕊を中,し､に違いが大きく，ここではむしろ別胴

の言語としてとらえた方が香港の言語状況を理解し

やすい。要するに，香港では政庁も住民の側も．

｢中文」という多様性に富んだ言語を統制もしない

かわりに規範化のための努力も怠ったまま長年にわ

たって使い続け，その結果現在では話しことばと灘

きことばが大きく乖離した状態のまま，文11|:語には

北京語，会話には広東語と，二つを使い分けて言語

生活を送っているのである。

この点を考慮すると，香港の言語状況は一般に言

われているような英語と広東語の二言詔併存状態に

ある，という分析だけでは説明しきれないことがわ

かるｃ

１．２香港における英語

香港では，英語話者の住民は植民地香港の統治者

であったイギリス人が大多数で，富裕な中国系住民

などバイリンガルとして英語を話す人々を加えても

英語話者が全人口に占める割合は２％程度である。

とはいえ，イギリスによる長年にわたる植民地経営

の結果．英語は政庁や法曹界，大手企業，高等教育

の場では不iIJ欠のものとなっており，上位言ズルと

しての地位が確立している。７０年代以降，香港が

国際貿易，’五|際金融の拠点として成長を始めるにし

たがい，植民地の言語として限られた範'１１１でのみ使

われてきた英語は貿易，金融，観光業など経済活動

の現場へ浸透していった。そして～英語のできるこ

とがifli収入に直結するという事態を目の当たりにし

て，中国系住民たちは経済的成功のカギとしてPど

もに早くから英語を学ばせるようになった｡ただし，

英語が第二言語として定着しているわけではなく，

彼らにとって英語が外国語であることに変わりはな

い。英語は特定の職業や社会階層の人々の'１１１での便

)'１に限定されており．一般中国系住民の日常生活に

おける英語使用は非常に限られているのが実状であ

る。この点では，多民族多言語国家においてコミュ

ニティ内で二言語が併用されている状況とはｻﾙ情が

大きく腱なっている。

なお，香港における英語の使用場IHTを調査した

Cheung1'によると，英語が実際に使われるのは，

原則として英語母語話者同士か，母語話者とバイリ

ンガル中１重1人とのインターエスニックな会話に限ら

れる。’１１|到人同士で英語を使うのは嫌がられる傾向

があり，場合によっては中国人コミュニティーから

の|祈絶を３|き起こすことさえあるという。I11IIIl人バ

イリンガルliiI士が英語だけ使うのは．目上の人と1１

１．３．１共通ロ語

現在，香港では広東語が中国系住民の間の共通l」

研としてほぼ完全に定着した状態にある。テレビや

ラジオも，イギリス系コミュニティ用に英語で放送

されている局をのぞけば.すべて広東語放送である。
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什推の（ｉｌｉ状況（lIllll）

とはいえ，広東語がこのように定着したのはそれほ

ど古いことではない。本節では。広東i;{iがLinga

Francaにいたるまでの発展の経緯を跡づけていきた

い｢,

香港は，１９１１t紀半ばイギリスによって植民地化

される以前は農漁村が散在するだけの僻地だった。

エーヅ ピンナン

その当時の村落は，卿語系，間南（編flL）語系，

客家語系など方言をiii位として成り立っており．そ

れぞれ別個の小社会を形成していた。その後，昏港

が植民地化ざれ貿易那市として形を整え始めるにし

たがい広東省を中心に住民が流入しはじめるが，当

初の香港社会はそれぞれの出身地や方商によって形

成された同郷グループの集合体という色合いが強か

った。この同郷グループは「輔（bang)」とⅡ平ばれ

経済活動に重点をifいて組織化されていたが，耕同

二ｔの横のつながりは漸く，社会的に閉鎖された集団

だった。しかし，liY易都市としての性格止迦iliIill】に

共通語の必要が４１１じ．香港に近い大都11J広州の口語

であり，華南地力一体に地域共通語として牒及して

いた広東語がその役判を担うようになった。

その後，香港は中ＩＥＩで動乱が起こるたびに人litの

難民を受け入れ．急激に人|］を増していく。岐初は

1850年に起こった太平天国の動乱，次は1911ｲﾄﾞの

flE亥革命，そして'１ＩＩＪ戦争勃発後1938ｲ|その｢1本軍

の広東占領時と，大lil:の移民，難民が続々と呑港に

押し寄せた。日本ｉｉｉ政下で人口は一時激減するが

第二次大戦後は｢\び墹力||に転ずる二大戦直後の同共

内戦とそれに続く''１華人民共和国成立による混乱

期，中国の「人躍進」政策破綻後，そして60年代

後半から７０年代初めにかけての文化大flr命IDIと，

そのつど数万，政１７Jにおよぶ人々が香港へ脱１１)し

てきた。これら大liltの難民の移入によって，秀港は

きわめて雑多な出身地，方言，地方文化を有する

人々によって構成される社会に変貌していく。

７０年代以降は経済の急激な発展により，呑港を一

時的な滞在地とみなして移って来た人々の'１Mに定住

指向が高まり，呑港人としてのアイデンティティが

育ち始める。さらに，股近は移住してきた鋪－１U:代

から香港生まれの２１１tへと世代が徐々に移りつつあ

１兆現在では香港/|ﾐまれの人口が60％を越えてい

る。このような状況下．香港社会は多様な''1郷グル

－プの集合体という状態からひとつのまとまりをも

った地域共同体へと変質をとげた≦それにともない，

原籍力i；グループ別に分化していた社会は広東語を

軸として均質化が進み．８０年代以降の中国人社会

は実衝的に広東語を共通口語とする社会へと移行を

完了したのである。

１．３．２書きことば

香港のi1l:きことばは北京語川'である。華人社会

におけるﾊﾟﾊﾟしことばと書きことばの乖離は近代以降

大きな'1{l題となっていたが，本土や台湾では政府が

政策的に標ＩＭＩ;語教育（中国では「普通話」教育，台

湾では「|z1i;{l」教育と呼ぶ）を強力に推し進めた結

果．現在では普通話（|玉|語）による言文一致が実現

した状態である。実際には話しことばはそれぞれの

地方言語が使われることも多いが学校教育の場で

の普通耐（国語）教育が徹底しているため．母語で

ある地力言語以外に，普通話もi読み書き，会話とも

実lllに不'二111]しないレベルに達している。

一ﾉﾌﾞ，昏港の場合は政庁の一般''１国系住民に対す

る笥調政jijiに明確な〃針がなく，中国語に関して言

文一致のための対策がとられなかった．後述するよ

うに，学校教育の場では文杏語として北京語を教え

ているものの教材，教授法とも不(ｉｉｉが多く，北京語

を使いこなせるようになる教育環境にないのが実情

である。このため中国や台湾で成立しているような

形での広東語と北京語の二亜FiliIi環境は出現せず．

結果的に論しことばと書きことばの乖離状態は残っ

たままである二

歴史的にみて，中国の歴代王朝では重要なコミュ

ニケーションはすべて文書＝１１１倉ことばによってお

こなわれてきた。近代国家ではlKl氏統合の手段とし

て必緬のものと考えられている共通の話しことばだ

が，Illl1ilの三E朝時代にはそれほどの重要性を持たな

かったといえる。言語という希に値するのは書きこ

とばであ1)，これは地方や民族に関係なく上層階級

の教愛人の間で共通のものであったため，話しこと

ばの違いは近代以降におけるほど大きな問題になら

なかった。爽際。宮廷では広大な大陸の各地から集

まった人々がそれぞれの地方のことばで話し，彼ら

は自らのことばを「方言」と意識することすらなか
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文化研究１１巻３》」.

キリスト教官教師たちによって開設されていたミッ

ション・スクールで，中国語以外の全教科を英語で

教える政策をとる。これらの学校ではイギリス人教

師によって英語による授業が行われ，中国語や中国

文化の伝授とは無縁の西洋人化教育が行われた。政

ｌｒは植民地経営を補佐する'１１|通1人人材を育成する必

要から．このような英語による少数のエリート教育

を孫川したのである。こうして英語を教育媒介言語

とする英文''１学（Anglo-ChineseSChools）は民間も

含め徐々に1Mえていき，１９１１年には中国人のため

のイギリスの学制による高等教育機関として香港大

学がi没立されるにいたる。

政１丁のこうした英語による少数エリート教育政莱

は，途Ilill本による占領時代をはさんで第二次大戦

以後も継続されるが1960年代後半に入ると香港

内外の総済的．政治的情勢の変化により少数のエリ

ート従成という政策は転換を余儀なくされることに

なる』これは，香港が単なる''二'継貿易基地から加]二

［業を背蹴にした工業貿易』L地へと発展するにつれ

人M:の熟練労働者が必要とされるようになり．それ

までのような少数のエリート錐成教育では時代の要

請に応えられなくなってきたことが大きな原因であ

る。さらに1966年に｢'１国で文化大革命が勃発，翌

ｲﾄﾞ秀港でもそれに連動する形で反英帝国主義・反'１１（

氏地i三趣Mil争としての大規棋な暴動が発生したこと

もり|き金となった。香港住民によるこの直接的抗議

行動は香港政庁によって鎮圧されたがイギリス政

府および香港政庁の植民地政簸に与えた影響は大き

く、教育や福祉などの民政に祇極的に力を注ぐ政策

へﾉﾉl('１転換する決定的な契機となったｃ政庁は

1971年に－－部私立校を除く大部分の小学校の学費

免除を実施，７８年にはそれを中学３年まで延長す

る。また，それまで香港には義務教育制度がなかっ

たが，７９ｲ'三に小学校６年llHを。ついで翌80年には

''１学３年までを義務教育化する。

政1j:は,il-Il型|人一般大衆に対する教育については，

ほぼ比'111の教育機関任せにしてきた。香港が植民地

化された当初，一般大衆の教育を担ってきたのは｢'’

'五1社会に根づいていた私塾である.これらの私塾で

は１１１１K1,1｢』l↓が教授され，伝統的に人格陶冶型の教育

が行われてきた。２０世紀に入ると`iE亥革命，中華

ったにちがいない｡また漢民族以外の王籾llf代には，

柑廷人自身の第一言語がモンゴル語や満州語などで

あり．漢語ですらなかったｃ

近代に入り，醤きことばが特権階級だけのもので

あった時代は終わりを告げる。その契１機となったの

が，中華民国成立後1919年に北京で起こったIillLl

迎動である．ｈ]｝LljUi勅は反|]反帝|蚕I-iﾐ我迎助として

始まったが．このナショナリズム運動は文竿i寸譜ilii

にも大きな影響を与えた。近代国家として統一され

た共通語の必要性が１１Ｉばれ，それが「文言（文語)」

と「白話（口語)」の甚だしい乖離を改め前文一致

を目指す「白話文連動」となって展開されたのであ

る。この運動はその後粁余llll折を経て，北〕j(iWiに近

い北方地方の口語の諦業を基礎にした新しい111話又

（口語文）が，Ⅱ]来の「文言」にかわって使われる

ようになっていく。そして中華人民共和国成立後．

1955年に政府はこの白論文を文法の規範とし．北

京語音を標準音とした言語を「普通耐」と渦づけ．

全匡|共通語として併及をはかるようになる，－．ﾉｺﾞ香

港では．Ｈ１１１ｉｉ卿･'二|Jナショナリズムのうねl〕と共に

この新しい白話文は勢いを得，次第に定粉していく

が戦後のl盃Ｉ共内戦，中華人民共和|蚕|成立という動

乱の影響で社会状況が激変する中，音jl7i二流lｉまでは

同一化されるに到らなかった。結局，丈iＩ柵はこの

新しい白話文，話しことばは広東語がそれぞれ並行

して定着していくことになるのである｡

なお，文字については．本土では11]来の漢字を簡

略化した「簡体字胆」を制定し、普迦論とともに全

国的に普及をはかったｃ現在では学校教育をはじめ

あらゆる分野に浸透し定着している。香港では簡体

字は普及せず，Ⅱ1来の漢字噸'を現在にいたるまで

そのまま使用している。

２学校教育と言語

２．１政庁の教育政策

イギリス政庁の教育政策は，少数のエリートへの

英語による教育にjzI1Hが置かれてきた。この政策は

1877年に第８代香港総督となったdohnPoIQe-

Hennessyによって決定づけられた。Hennessyは英

語教育を重視し政庁が設立したＣａ]ﾋｴａ１Ｓｄｒｂｏｌや

-５４－
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lG11E1成立などの１１鍬1によって大陸では教TLiの近代化

が促進され，谷港にもその余波が及んでくるJil1iFL

を逃れて香港へ移化してくる人々のうち．ill職人た

ちの中には教育の''１:界に身を投じた荷も多く．ざら

に．ｊ二極などにあった`f:佼が組織ごと呑港へ避難し

てくるような例もあった□その結果，従来の松j9ilLは

｢ｌ１ｌｌｉｌｉ譜を教育媒介舟,iliとする近代'1りな教fr機||Uとし

ての中又''１学（ChineseMiddleSchools）へと苑歴

していき．その数は''''１戦争，国共紛れそれに続

く''１華人氏共和1'1の成（':と．動乱とナショナリズム

llljj場の波にのってl帥Ⅱしていく。しかし．１９６０年

代以降になると急激な経済発展に伴って災,譜のMf要

が急増し英文''１学が降盛を極めるようになるロー

ノj，それに反比例する形で中文111学の数は急ilM〔に減

少していき，現ｲ１２では英文中学と中丈''１A;:の比率は

英文''1学９割．’'１文''１学1割となっているなお、

初等教育段階では，柵のミッション系私i/:学校を

のぞきほとんどの小学校で広東語による教育がおこ

なわれているｃただし英語教育は小学一ｲ１１次から

導入されており．このような早い時W|からｸ〔Iili教育

を始めることの）と｣|:については議論が絶えない:、

政庁の長年にわたる公教育軽視のつけは．’１::校や

教師の不足，教材のｲ《Ｉ１１ｉというかたちであらわれて

きている。現ｲlき､１!『ﾊｨﾉ:学校（公立学校）が令体にIli

める割合は小学校,''１学校とも全体の］判にiII1liたず．

ほとんどは私立学校と賛助学校であるｃ盗助学校と

いうのは本来私立学校だが，義務教育化をﾘさ施した

際に政庁が助成金を１１}すことで学校側が授梁料を無

ﾈ:|にした学校のことで．この準公立の小I'１学校が大

部分を占めている。述営母体はさまざまで，宗教団

体のほかにlTil郷会や一族が子弟のために処てた学

校，あるいはIiil紫柵'1合，労l1IiI1組合，｜IIJ内会，iWiHii

街などが運営する学校もあり，政庁から助成金の交

付こそ受けているものの学校運営自体は１２|らの下で

おこなっている。なお．小学校については学校数の

ｲ{足によ（)．ほとんどの学校が午前と'｢後で)Ｍｆを

入れ替えるニバl3ili11である。

肯は''1'j::と同校に別れておらず．５ｲ|ﾐlMI一貫教育で

ある｡ただし蕊傍教育はHiW)３ｲ'三間までであり．

・だ際にはこの'１ｷﾉ１１で卒業していく′Ｍ２たちも多い

初艀教育における教育媒介i;,;｛;は広東調である

が，この段nFにおけるilll題ﾉ!【は１１１:きことばと話しこ

とばの乖離が大きく，「･とも達がそれを克服するの

にかなりの努ﾉJを要するという点である。教科１１１:は

すべて-|ﾋﾙ柵でＴｌ『かれており試験の杵案も当然北)j〔

謡でill:かなければならないが，小学校人学までは家

族や友達と広來論でコミュニケーションしてきた]Ｆ

ども達にとって，同じ中国語とはいえこれは易しい

ことではないＱ￣'１』文（国語に相》１１)」の授業では，

教師は114板に北京語の文を板ｉｌｌ:し，そｵLを広東語で

説明するに,そして，子ども達は北垳(研の文章を広東

語のｿ61.fで朗読しながら構文を学習するここのとき．

「ども達は北京語の構文は習うが発音や会話は全く

習わない：また逆に．広東ﾊﾟｲiのﾉﾐI氾法は一切教わら

ない･このため広東語､北京,Niのいずれの教育もイ《

完全なまま終わってしまい．どちらのことばに対し

ても１分な｢|信が持てないまま人ﾄﾞ雌していく子ども

が多い．特に文章表現能ﾉjに影糾（か大きく，lL1分の

i;iliすことを文章に書き表すことに|ｲ1雛をきたす子供

が少なくない｡また．広東A{iの,Hill((は彼らが正諜法

を学ぶ北ji(『譜のそれと述うj乃合も多く，そのI1広東

i柵の会,i1Iill，表現にはそれに対応した漢字がないこと

がしばしばあるため，「広來,譜には文法がない｣．

｢広叫〔謡は北町(語よ')劣っている」と思い込んでし

まう荷もいるに：この問題が深刻なのは，成人後もこ

の影諜が尼をひくことである＝たとえば．筆者が接

した秀港１１１文大学の日本語専攻の学化の場合，彼ら

の１１１<１１本譜作文には日本語能ﾉjをうんぬんする以

前に，｜歌謡の文章構成ﾉJに'19題があるのではないか

と思われることがしばしばあった。文章刀の弱さが

論題になると，彼らはよく「｣ﾋﾙ〔語は学校で習った

だけだから難しい。広東謡は判っていないから難し

い｡」と弁解したものである□また．「広東語は劣っ

ている」という思い込みも．ｆ供に限らず大人にい

たるまで咳く行き渡っており，，I`U聯教育を受けた人

がそれをｌｌにする場lHiに('１度もlI1会ったロ

香港の''１蜂教育は．長年教育媒介i稀{fの違いによ

')英文'１]'?』』:と''１文１１１学の-ﾐｲqli灯iに分かれてきたトー

２．２学校教育と言語問題

香港の学:佼制度は，初等教育６年，111弊教育５ｲ|H，

入学-Ｆ科２ｲ|ﾐ．岡聯教育３年となっている、’'１聯教

￣５〕ｂ￣
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リートヘの英語教育を重視してきた政庁は，第二次

'11:界大戦後．とりわけ'970ｲ'二代以降香港の経済構

造の変化に伴って教育方法の転換が社会的要請とな

ってからも，実利を求める父{歌の要望をたてに，英

語媒介教育に対し抜本的な対策はとらないまま

1997年の返還を迎えたのである｡

前述した通り英文中学は英語を媒介言語にする学校

で，中文中学は11]随1語'５'を使って教える`34:枝であ

る。英文中学では形式｣二IIJ国語と中国歴史を除くす

べての教科を英語を使って教え皿，「'１文中学では英

語を除くすべての教科を中国語を使って教えてい

る。英文中学へ入った子どもは，小学校まで広東譜

で教わってきた環境から，一挙に英語ばか|)の授業

に投げ込まれ，数学も理科も地理も英語の教科苔で

勉強することになる。この中学一年での英語への極

端な移行は生徒に深刻な影響をおよぼすご突際上す

べての科目が英語の授業ということになってしまう

からだ。教科沓:に111:いてある内容以前に，iii譜や文

法が分からないため授業が理解できず脱落していく

生徒が少なくない。親は英語力をつけることは子供

の将来にとって有益だと考えるが，子どもの立場か

らみると広東語で教えられた方が理解しやすいし，

創造的に考えることができるのは明らかである。創

造力の発達を促進し，思考力を深める母研の教育を

疎かにすることの弊害は大きいと言わねばならな

い。

高等教育レベルでは，香港大学は｢''１１１論１万を外

国語として扱うという伝統をかたくなに`､i:I)つづけ

ており，中国文学科をのぞいて大学は人`:;:に際して

中国語能力をほとんど要求していない。呑港城TlT大

学'sにおいても．入学に際して鹸低限の条件とし

て英語の高度な力を要求しているが，中'五1語につい

ては全くそれを求めていない。その他の三大学もほ

ぼ同じである。唯一中文大学１，のみが英語と１１１国

語の両方を同じように要求している状況である。講

義は，どの大学も原則として英語で行われている．

中文大学だけは設立の経緯から教学は111国語で行う

としているものの，実際には英語を使う教Iiliが少な

くない。住民の98％を中国系住民が,Iiめ，学生の

ほぼ１００％が｢'''五l諾を母語としている地域の,奇等教

育機関において，「|極|語がこれほど経視されている

のは，英語が公〃1語であるのと同様，｜:li氏地香港の

姿を雄弁にものがたっているといえよう。

教育媒介言識については，1984年に成立した教

育諮問委員会（EducationCommission）が1996年ま

でに合計７回報〈1了iL1:を発表し､問題の深刻さをくり

返し指摘している。しかし前述したように少数エ

３返還後の言語状況

1997年７１１１日の返還以降，香港では言語状況

にすでに変化が表れ始めている。まず，1998年９

月の新学期から中等教育の媒介言語は広東語にする

よう義務づけられたgobさらに，香港特別行政区政

府は，大学に対しても今年からは入試の際，英語の

成紙がよくても中国語』Iの成紙が一定水準に達し

ない場合は合格させないよう指導している。しかも

このﾉJ針を受け入れない大学には補助金を出さない

という強硬な態度で臨んでいる。これらの方針は植

民地色を一掃し中国との文化的一体化をはかる政莱

の雪環である。

また，今後表面化してくると思われるのは普通話

の進||(である。これはすでに返還前から地下鉄の''１

内放送や通話番号の問い合わせなどの形で始まって

いたが広東語を母語としない新移民の増加や，政

愉維済而での本土との交流の緊携化で，普通話の浸

透は次第に強まっていくのは|M]違いない。現在英諦

が担っている役割については，経済分野を中心に当

分のllllその役割は維持されるだろう。しかし，中長

期的にみた場合。普通話が政治の言語として．また

地位や力の象徴として英語にとってかわるnJ能性が

商い。

中ＩＤ(|政府は1980年代以降，愛国主義プロパガン

ダを強めている。もはや社会主義イデオロギーは国

家統合の求心力になりえないことが明らかとな})，

愛国=i皇義を持ち出すしかないのだろう空ｃ天安門蛎

件やその後の急激な市場経済化の進展により，９０

年代に入ってからはこのナショナリズム運動にさら

にｲlZ1lIiがかかっているが．呑港返還の際はそのii洲・

さが際立っていたｃそして，今年は中国建国50周

年の節'三1の年を迎え,この傾1(']は一層強まるだろう。

言語の勢ﾉj拡大あるいは衰退は，その言語自体がも

－５６－
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つﾉjによるものではなく，経済的．政治的．地ｆＩＩｌｎ９

条件などが複合的に作１Nすることによって始まるも

のであるが上述したようなL'１国政府の政沿的意図

と．経済面におけるIl1lK1のプレゼンスの大きさを考

えると，長期的に兄て香港で普通話が筏逸していく

のは不可避だと思われる。

束諦がこのまま発展して地域共辿諦（標準語）化す

るかどうかは不透明である。ひとつには，上述した

述I)ｒ今後発展が予想される普迦話の存在がある。

また．地域共通語となるためには11語と文書語が対

応していることが前提条件となるが，広東語の場合

漢字とのインターフェイスが|･分でないのが大きな

障害である。｜｣語と文字の統合がなされていない現

状のまま学校教育の媒介言語として広來語を採用し

ても，広來語を媒介として思考した内容を文字化す

ることができず，教育媒介言語本来の役目を完全に

果たすことはできない。今後広〕|〔語を地域共通語と

して育てていくためには．このｌｌｌＩ題についての香港

住民による徹底的な検討と抜本的言語教育改革が必

要になるだろう。そしてその際には，広東語の話者

が潜在的に持っている「北京語こそが中国語の正統

な言語であり．広東語は書き言葉をもたない劣った

言語である_，という偏見の兎1111も重要である。

普通話が''１国だけでなく台湾や東南アジアに広が

る華人社会に広く普及している現状を考えると，現

在の艸迎i;iliは中国内の漢民族と少数民族をつなぐだ

けでなく，瀧民族間の各方言iiIi者や中国以外の華人

社会の人々をも結ぶ一種の超比族語としてとらえる

ことがIIJ能となる。しかしその場合でも．広東語の

ような地域共通語のもつ社会的機能を正当に評(ｉＩｌｉ

し．その機能を生かす方法も|可時に考えていくべき

だろう。香港における普通話の将及が広東語話肴を

圧迫してﾒﾄﾞ通話話者への移行を促す類のものであっ

てはならず，香港住民の普迦iiili進出に対する不安や

不満に対応できるような柔軟な言語政策が必要とな

ろう。谷港の人々が．普通話によって華人社会を櫛

成する１．数億の人々と意思の疎迦をはかりながら，

同時に|州;である広東語によって創造的な言語活動

を徴んでいくことが，複合体としての中国語をより

豊かなものにしていくに違いない。

4．中国政府の言語政策と今後の展望

中国は，人口約１３億人，５６の民族から構成され

る多民族多言語画家であるc中華人氏共和'五1成立後，

政府はこの多民族国家統合のため一民族一Ｆ柵の原

則を立て．全人口の94％を占める漢民族の言語で

ある漢語を国家語とした。そして政府は．l1fjmiiiIiと

名づけた国家語の規範化と普及を最i優先しておこな

ってきた。その一方，広東譜や｣二海語のように肚諮

人1｣数千万人を越える言語も一方言として扱い，地

域共通口語としての社会的重要性については|･分な

認識を欠いたまま今１１にいたっている。

中国語は広東語をはじめ主要な方言だけでもこつ

あるといわれ，これらは漢字を用い声調があるとい

う共通点はもつものの，話すときにはおﾉl:いに通じ

ないほどの多様性に樹む巨大な言語である。たとえ

ばスペイン語とポルトガル語の場合，それぞれの母

語話者が相手のことばを聞いて内容がかな|〕1111解で

きることを考えると，同じ中国語の方言'''１の述いの

大きさがわかるだろう。もし漢字の存在がなければ，

各方言はそれぞれ別の言語になっていたのではない

かと思われるほどである．つまり中国語はＦ複数の

苛語（地域共通に1瀞）を含む口語諸体系の．ｌ工人な

複合体なのである蝋｣。

ただ．香港特別行政区政府および｢｜'1二kl政府がilIl上｜

語のこのような実体を雌祝し，共通の言語をもつこ

とが国民統合の要だと考える限り．醤通論の拡大は

不可避である，炎際．ＴｌＴｌｌｌ雅之による香港教育箸:１$

へのインタビューによれば幻．教育署側は８ｲ|:から

ｌＯｲ'２をめどに初''１群教育課程の「中文Ｊ科１１の教

育媒介言語を普通繭にし，さらに長期的には他の科

目も同様にしたいとの希望を語っている。

広東語は，当ｌｌｉｉは地域共通、語としての役ｌＩｉＩを果

たしていくだろう。しかし長期的にみた場合．広

注

1）’'１唯人Ｌｕ噸liitlの｣し迦,i＃のこと:）北京を'''心にし

た｣ﾋﾉｺﾞ地〃の１１`譜の諦鐘をjIL礎にし，北京i淵断を標

Ｗ(（としているごiif時代に｣ﾋﾙ(1.ｉｉｉＩＩｉ（~`1.11i門」は公ＩｌＩ

Ｉｉｌｉの怠''ｲと）と呼ばれたrfliliをもとにしている二’'１縦

－５７－
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１３）ｌｌｌｌ'ilでは「簡体'1.2」に対して￣繁体`):」と碗んで

いる、

11）１()!)lｲｌｉにｉｊわれた数行ｄｊＷｉでｌ１１ｌｊ行は．ｲﾐ化さｵLた

それまでも災丈１１１`】::のﾉjが多かったがこの改1V':に

よって；,ＩｉⅡLI1ｸにほぼすべての''1'r:枝が災,Mi-i÷体にな

‐Jjt且

'5）ここでいう－１''1'('１M{」とは．，i11iしことばと,'|:きこ

とばをulif｢山にとらえたもの」↓体ｌＷには,iiIiしこと

ば(よu《収,i肌１１|さことばは他i〔,iliをきす。

'(i）牧ｲ:トル'よすべて英iillで,I|:かれているがllllIil人教

’1,ljのjlL1iliﾉﾉかｲﾓ｜分で吐く収,Miで,ijllﾘjする場合も多い

１７）Ｉｉｌｉｌ５参11Mのこと‘

18）谷港では1911ｲ|ﾐ段ⅢI':の谷港人'j::が50ｲ|ﾐ以｣弘にわた

Ｉ)1111ｉ・の人?】とであったが1963ｲｌ１に'１'文大学が|Ｍ１没

され，その後30ｲﾄﾞllllこのZ枝のみの状態が続いた、

199()ｲli代に入ると政ｌｊ:は炎！(11人'jと救行の１W:及に11(1)

$IIJMfiめ，1991〈|皇にｲ:|`１２:技術人`γ:が|)U枝，1994ｲ|畠に

はｉＷＢｉと公人学．秀港Hl1l:人'､j::、秀港城Iljk'j22の｛

佼がそれまでの学院（iiiｲ:|人'if:）から学位の11Xれる

人`.』』:に；|格した□このﾉjlillhi襖については．秀港返

巡後も籾災感傭を持ち統ける知I職人}(ｲを徒成してお

きたいからだという．皮肉な兄ﾉjもあるご

'9）iiil8を参Ⅱ(Ｉのこと二

20）｜ｸﾘ外としてl()0校を英文''１'j::に折定し．災,Niによ

る激ｆｒを,il:'１几た《；このjWiI｜&’’1Z験ﾉＩｉが英文IllJi::に

戦jillする現象が起きている，

21）’'１ﾍﾄﾞ数行1町代に'r:iPlした「''１文（＝｣ﾋﾉi(流の丈111：

Ｉｉｌｉ)」のことを脂す：

22）１１''１(ｌｊＭｉ党''１央委11公は1994ｲ'２８１１に￣愛｢lili:炎

教育･ﾉﾐ他要綱」を発炎し，’1《|蝋として愛lK1ii義戦1ｆｉ

をｌＩｌｉ逃している。

23）ｊ上(IlI久（1991）「谷港の,i1Mfl111題」了秀港および谷

港l1I1Mllの(ﾘﾄ先」束ノハ1１１，ｉｉｐｐ､1(〉4.

24）｜|水の文部竹にｲＩｒ１１する1.v1j二。

25），'ｉⅡ|雅之（1997）「芥ilBj7,i・iiIfl997ｲ|皇1011り．

Ｐｐ,21-22.

比'1[１１１$代には「１１<'１１１」と'1下ばれたＩｌｉ:j1nIi11iと咳4〔,ｉＩｉ

では鑓（.．，MiiIt，，iⅢ１１１(!などで鵬たＩ)が入きい

２）これは．たとえてＩｉえば．大ｌｉＭｉまれでiW段人阪

弁しか,ｉ１ｌｉしていない人が.ｲlditけで4〔H(かを純制し

ところどころ人阪プトのイントネーションを交えなが

らllqH〔ﾌﾟ｢でIii1iすようなものであるじく!'(Ｉｉｌ１とｉ１ｌｉ:jmIiIli

の迷いはⅡ〔Hけ｢と大阪弁の述いよ{)ずっと火きいの

で．芥港人が'1然な禿（･やイントネーションでillf辺

lii1iを,iiIiすにはかな'〕の純洲を典するJilLに．入りいＩ

１１はliiib)ljiなliIiｲｹﾞちでﾀﾞI1WijしていたIIifillj述も、liiillの

リハーサル１１$にはiWjmI;iIiによるＴｌ:ｉｎ『がスムーズに！；

えず，途''１でつつかえたりイントネーションを'１１１迷

えたI）して魁iii晩柵ｌしているようすがテレビニュー

スで報道されていた。

３）たとえば，ﾉﾅｲ|{の初め．秀港の終9術ム院（ｊ１ｋｉｌｊ蚊

判所にHl､'1）が，人降で'1;まｵした谷港人のｒどもの

秀港への移(１条｢|:を級ｲⅡする11ﾘｲﾊを'１)した際，佇港

）ｌ１１ｉｌはlEi激｜ﾉﾉ人もの移比は秀港の繁栄にとって竹

威になるとして．’''''１の全IRl人1t代火人公（/ｉｒ人代）

に|i１１;ﾘ決の｜Ｗ解釈」を典i;１０iしたうそれに対し，イヤ

人代は1999ｲ|（６）１２６１１．終審法院の1Ⅲ沢を修!［し．

秀港移化をINR格化する１１}解釈案を採択した

４）現ｲlミ「''１'１《lIili」と'1Fぶのは|｜イえ．ＩＩｉ刺'《|，北'１ﾘI鮮の

み。この耐１Ｍ{が,iiIiされている'''1IRI・台湾，佇港，シ

ンガポール，さらに来'櫛アジアを１１Ｗし､に広がるｲﾄﾞ人

トl:会では￣'１１文」「ilii:辿iiili」￣｣ﾋﾙ(ＩＭＩ」「棚〔,Ｈｆ「１１(liMi」

「稚0;(ｆなど，さまざまな呼称でⅡγばれている．ただ

しI1ll々のfi'１称が衣わすlﾉＷＦは｣ルイTによって微妙にＩｊＭ

なる二

５）呑港における''１文の地位を岡め．災,Niと対群な公

）'1,譜とする逆llilj冒

６）英文ｊｉ'１は￣OHicialLanguagesOrdilla1lcc.Ｌこの条

例では，「i・１Ｍﾄｷ'iは災iWiで．，Englisl1..℃billesc..，ll1

1R1iMlで「英文」「I|'又」と衣iil1さｵしているし,「ｸﾋﾞ文」

￣'}'又」はそれぞれ「ｳﾋﾊﾟＩＦ」「lll1liIii＃」の怠''化１１１条

例では英文と''１文が法的に|可等の効ﾉﾉを１１つと蝿だ

されてはいるものの．成文法は災丈によってのみiliU

定されるとIﾘI1iljされている。1987ｲ'２になってやっと,

この条例は「1989ｲ|;４１１７［|以降迎過の法令は英文

と｢'１文によりルリだきｵＬＩ而I群の効ﾉjをもつ」と鯵lIiさ

れた。

７）秀港特別ｲj政|Ｘの懲法にｲlrllする。1990ｲliに採択

された。

８）社会がinjいｉｉ･liIilliをﾉjえている機能を)ル』ているi１

滴を便１１Ｉこう呼ぶ。

９）Cbeung,ＹＳ・’984.℃onllictsintheUsesofEnglisl1

anｄＣｈｉｎｃｓｅＬ&lnguagesinHongKong.．、Language

LearningandC〔)mmunication・ｐｐ､273-2鵠

10）ここでいう北則(iMiとは北京Thiiliとllil炎一汗港では，

話しことばと,11:きことばを対比する際．，I|:きことば

の怠Ukで「.|ﾋﾙ(,Ni」と（゛うMli合が多い

11）↑i;10参1M1゜

12）「|):」「学」など１１イflMiとIIilじ淡寸:もあるが．イｒ<

違う`rEも多い。たとえば．’１本譜の「従」は''''１(|の

耐体字では「"Ｊ，また「聰」は「Iﾘir｣．￣態」は「志」

とノド<､
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